
文化‐としての学術を護る|「 学術文化同友会 :アルスの会」
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1時 術難 同友会 :ア ルスの知

学術文化同友会 :アルスの会は、わが国の学術文化について「民」の立場から何ものにも遠慮せず自由な心で意見を交

換し提言や、問題提起を行うグループの育成を目指します。

哀悼 :名 誉会長伏見康治先生ご逝去 伏 見 記 念 ペ ー ジ 四

アルスの会は2005年 10月 に

旗上げをし、伏見康治先生を

名誉会長に仰いで活動してき

ました。かつて、伏見先生が

主宰なさっていた上ン2ス・

リセウムの最終シンポジウム

で謳われた「文化としての学

術を護る」という考えを継ぎ

アルスの会の基本精神として

います。

伏見先生が遺 された学術的成果、学術的文化を育む御努力、科

と社会の接点を正 しく導 く御努力、な どを広 く伝え、先生の ご

を護るため 「伏見記念ページ」を新たに設 けることにしました。

生の著作の紹介、エ ッセイな どの遺筆、先生の想い出、などに

をぬって書き留められたことなどをもとに、豊かな経験に裏付け

2008年 5月 8日 の夜、先生は多くの教訓を後進 に残

して冥界 に去 られま した。98歳 の ご高齢で した。写真は

97歳 の誕生 日を迎え られた先生のお姿です。 このとき誰

もが、先生には百歳を超えるまで ご指導いただ けると信

じていま したので、突然の悲報は信 じられないもので し

た。

先生の御冥福を祈 ります。

アル ス・ フ ォー ラ ム

れたエ ッセイ集 「YY版 徒然草」をお書 きにな っているという噂は

数年前 にうかが っていま した。 しか し、その率直に著 された内

多くの先生方にご迷惑をかけることも少な くなかろ うというので、

でも公開していただけないかとお願いしていましたところ、こ

200510): 文化としての学術を護る、アルスヘの回帰

て投稿 によるエ ッセイも集めて構成 したいと考えて います。

YY版 徒 然 草 ・ 7■●

世界を舞台に活躍 された理論物理学者山口嘉夫先生が、その

その出版は「僕が患をひきとってから」というご意志が固いとい

こともうかがっていました。それなら、ご迷惑の及ばない部分だ

ど先生から原稿の一部をいただき、アルス文庫に掲載させていた

くことになりました。

「アルス・フォーラムI No2(200512):

「アルス・フォーラムJ No3(200604):

「アルス・フォーラムI No4(200707):

アルス論壇 会友による投稿募集

摯口・の教育よ り・智'の 教育を

活動の基礎 ―科学者の心に訴える

新時代の学術振興にかかわる 5つ の提言 につ いて

会友の寄稿による論文も歓迎します。

アルス討綸会 会友参加歓迎

設定 した課題 についてWEB上で討論 します。

アル ス 文庫  会 友 によ る エ ッセ イ ,評諭 ,論 文(投

燿 歓 迎 )

会友が 自由に意見を公表できる機会を提供 します。

アルス文庫の評価を試みま した。アクセスログ解析の幸R

上 をご覧下さい。

アル スの広 場  ブ ロ グで 意 見交 換・ 情 報 伝 達

本会の活動の基本は、会友による 自由で積極的な意見の

発表であ り、会友間の積極的な意見の交換であ ります。

そのために会友 との連絡や、会友の意見表明の場 と し

て、プログ ;ア ルスの広場を設 けま した。

アルスの広場 はアルスの会の 日記帳として会友の誰 も

が 自由に記入 してニ ュースや意見を発表できる場 と しま

す。 「最新の 日記」のページ (そ の月の末 日のページ)

に、事務局からのニ ュースや過去の記事の一覧を掲載

し、それ に対応 した意見の投稿欄を設けます。 アルス

の広場をクリックすると「最新の 日記」のページに入 り

ます。

アル ス の 会

ム

「学術文化同友会」のニックネー

本会のアルス (Ars)と いう名前は、アルス・フォーラム

Nolの トップページに掲載した伊達宗行先生の提案

「アルスヘの回帰Jによっています。アルス伊達文庫 :

アルスの崩壊もご覧下さい。

「Ars ionga,vita brevis」 というラテン語の格言

があります。「アルスは長く、人生は短いJと訳されま

す。アルスは人間の営みを超えたスケールで普遍的かつ

永遠なるものであると理解したい と考えます。

アルスの会について 会友募集中

会友数 (2007101現在)88名

会友参tll申 し込みはここをクリックして下さい。
・ 同友会は、全方″会 昌の二層構造 に します。

・会友は 自由に投稿 し議論 に参加できす。

・会員は、会の運営 に責任を持ちます。

幹事代表 中井浩二 i naka@post kek jp[@を半角 にし

て下 さい]

アルスの会・会印|1全 苗名警 |プ ロフィール |サイトポリシー・プライバシーポリシー |ト ップページ

アルスの会 ～文化 としての学術を護る 学術文化同友会～

//
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I伏見記念ページ

伏見先生プロフィール

伏見康治 著作集 (目 次 )

伏見康治著作集全8巻は、(株 )みすず書房より発行されています。
同書房のご好意によりその目次と月報記事転載の了承を得られた
のでここに紹介します。

伏星先生の想い出 [1](著作集 月報記事 より抜粋〕

(第 1巻 )茅 誠司、4Jp瀬 睦男、高橋j告―J5
(第 2巻)中村 義作、森 ―久 、有馬 朗人
(第 3巻)小 日 稔、鎮目恭夫、牧野 二人
(第4巻)小林 稔 、森永 晴彦、小谷 恒之
鮮 5巻)安野 光雅、関 寛治、服部 学
(第 6巻)高林 武彦、寺嶋由之介、岡部昭彦
(第 7巻)安井 琢磨、 (武田栄―)、 亀淵 迪
(第 8巻)永宮 健夫、大塚益比古、平尾 泰男

伏見先生の想い出 [2](会賞 :■ よる投稿募集 )

小
'召

通二 「弔辞」
能澤 正雄 伏見先生のお導き

アルス文庫より(関 連記事)

伏見文庫
・時代の証言 (抜粋)

・伏見・中曽根対談
・■四三五六 (N。 2)リンクス・リセウムのルァツを探訪
・二岬二五六 (N024)核 分裂連鎖反応50周 年に思う
・伏見康治 彦坂先生の知られぎる業績
・二四三五六 (No 25)

1伏見康治 :原子党宣言を書いた渡辺慧君逝く
2渡辺 慧 :十年の学友伏見君の横顔

・二四二五六 (No 26)ロ シア科学者の窮状と希望
・二四三五六 (No 27)エ ドワードヽテラーの七つの大罪

リンクス・リセウム文庫
・リンクスの目・リンクスの耳
・リンクス・リセウムのルーツ

4ヽ サ|1泰 文庫
・伏見康治先生の白寿を記念して(上 )

・伏見康治先生の白寿を記念して(下 )―私にとつての伏見先生 ―

中井浩二文庫
・原子核科学の半世紀

20世紀後半1「おける原子核科学の展開
大型研究を支えた研究体制
21世 紀を迎える科学の光と影
インタビュー :原子力開発の現場を歩んで

小沼 通二文庫
・世界平和アピ

=ノ
レ七人委員会

・米国とインドの原子力協力推進についての要望書 :世界平和アピール七人委員会

[an error occured wh e prOcess ng this d reojve]
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